
資産経営・公民連携首長会議 特別研究会

省インフラスキルマップ
プレゼンテーションイベント

2024年10月3日（木） 14時～16時

1400 開会、代表幹事挨拶 大西一史 熊本市長

1410 趣旨説明 東洋大学 根本祐二教授

1415 省インフラスキルマッププレゼンテーション

参加企業・機関 各10分（計80分）
東洋大学
パナソニック
日本スマートエナジー認証機構
大成ロテック
パスコ
エイト日本技術開発
東芝インフラシステムズ
長大

1535 質疑応答・感想
ZOOMのチャットツールでもご質問ください
（東洋大学根本あて、または、全員あて）
プレゼン中でも構いません

1600 イベント終了、閉会



高度成長期に集中的に整備された
わが国の公共インフラは、今後一
斉に老朽化することが見込められ
ており、更新投資財源の確保や、
安全性の維持など多くの課題を抱
えています。東洋大学PPP研究セン
ターでは、こうした状況を踏まえ
て、「できるだけ公共サービスと
しての質を維持しつつ、最大限費
用を削減できるインフラの建設・
維持管理・運営技術やサービス」
を「省インフラ」と総称し、その
開発と普及に努めてまいりました。
その一環として、省インフラに関
係する民間企業と連携して任意団
体省インフラ研究会を設置・運営
しています。また、省インフラに
関心の高い地方自治体が組織して
いる資産経営・公民連携首長会議
とも連携し、省インフラの自治体
への導入を図っています。右の省
インフラメニューはその集大成で、
すべての種類のインフラに有効な
方法を体系化したものです。地方
自治体担当者はご自分の担当分野
で何が使えるかを常にお考えいた
だくツールでもあります。

省インフラスキルマップ

今回発表する「省インフラスキルマップ」は、省インフラメニューの提供企業・機関（企業グループ）のスキルを全体として提示することで、国、地方自治体に
とっての魅力を分かりやすく伝えるとともに、各社様の既存技術のたな卸し、新しい技術開発のチャンスを探すツールとして使えるようにしたものです。右端のイ
メージイラストが全体における位置づけを示しています。

省インフラメニュー（すべてのインフラに有効）
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